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東南 アジア ・オセアニアにおける諸民族文化のデ ータベースの作成 と分析
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松  澤  員  子*
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1。 は じ め に

 私 に与え られた課題 は,親 族 に関わる諸項 目,す なわ ち親族名称(01ハ ワ イ型,02

エ ス キモー型,03イ ロ コイ型,04クm型,05オ マ ハ型),出 自(06父 系,07母 系,

08二 重,09双 系 一選系を含む),居 住様式(10夫 方 ・父方,11妻 方 ・母方,12オ ジ方,

13選 択,14薪 居 住),特 定 の婚姻 様式(15一 般 交換,16姉 妹 交換婚,17レ ヴ ィレー ト

婚)そ して末子相続 ・継承,の 分布 と相関関係の分析で ある。

 デ ータの分析を は じめて,こ のデータその ものの問題に直面 した。 まず,そ れを指

摘 しておかねばな らない。 第1に,総 計320社 会 の うち81社 会 は*(資 料 な し)で 結果

と して237社 会 が対象 とな ってい る。 しかしJそ の うち21社 会(8.9%)は す べての項

目に無 回答であ り,親 族名称においては46 ｰoが 無 回答であ る。 と くに,ビ ルマ,中 国

南部,イ ン ドシナ ・タイ,ニ ューギニア,オ ース トラ リァで はどの項 目も半数以下の

回答で,こ のデータか ら分布の一般的傾向を見 ることは困難であ る。第2に,相 関関

係を求ぬよ うとすれば,さ らに データの割 合が減少する。相 関関係が予測される出自

と居住様式の2項 目を とって みて も,そ れ らの双方に適切 な回答があ るのは118社 会

全体の約49%に 過 ぎず,こ れだ けで は一般的傾 向を引 き出す ことも危険である。 こ う

したデ0タ の問題 は,他 方 で親族研究 その ものの問題を反映 しているとみ るべ きであ

ろ う。一般の民族誌か ら,上 にあげ られた諸類型を拾いあげ ることは,非 常に困難で

あ ったに ちがいない。た とえば,親 族 名称に して も,記 述的な表現 や複合語を整理 し

て,こ こに列記 されたマ ー ドック(Murdock, G.P.)の 類 型 を引 き出す ことはむつか

しい。 また,出 自や居住に関 して も,複 数回答がかな りあ る。すなわち,制 度的な も
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の と現実のズ レが,と もに回答 に反映 されているか らではなかろうか。 したが って,

こ うした項 目の立て方に,も う少 し工夫 が必要であ ったのではなかろ うか。以下の記

述 は,こ うした データの限界の 中で,あ る傾向性を指摘 してい るにすぎない。

2.親 族 名称 と出 自 ・居住 ・一一般 交 換

 ま ず,名 称 と他の諸項 目との相関性 が見 られ るのは,オ マハ型名称 と父系 出自,夫

方居住,そ して一般 交換 との0致 である。すでに レヴ ィース トロース(L騅i-Strauss,

C.)[1978:493]に よ って指摘 されてい るように,ビ ルマ ・アッサ ムに5例,い ずれ

かの項目は欠いてい るが,そ れ と思われ るもの3例 を含めると,一 般 交換が この地域

にひ ろく分布す ることがわかる。また,名 称 は未記入であるが,中 国南部,イ ン ドシ

ナ ・タイ,そ の他の地域 にも散在 するが,デ ータの不完全 なもの(例 えば,居 住が未

記入であ った り,一 般 交換 が制度 として存在す るのか どうか疑 わ しい例など)が 多い。

 つ ぎに2項 目間の相 関性を とってみると,父 系出自 と夫方居住が,当 然の ことなが

ら,顕 著であ る。 と くに,ビ ルマ ・ア ッサ ムでは約.: '.,中 国南部で5a/,ニ ュ ーギ

ニアで44%は,マ ー ドックの世界250社 会 の39 ｰo[1978:85]と 比較 して,そ の割合は

高い。 また,母 系 と妻方居住の相関は,ミ クロネシアで50%と,こ れ もマー ドックの

13%に 比 して非常 に高い。 メラネ シアでは母系社会が36%あ るに もかかわ らず,そ の

大部 分は夫方居住を行 つてい る。 これには,オ ジ方居住 が含 まれているのか,ま た比

較 的近年の傾 向なのか明らかでない。 クロー型名称 は,12例 報 告 されているが,そ の

うち5例 は ミクロネ シアで,母 系 出自と結びついている。 さらに,父 系制の強い ビル

マ ・ア ッサム,中 国南部では母系制がわずか各々2例 しか報告 されていない。ハ ワイ

型名称 と双系出 自,あ るいは選択居住 または新居住の相 関性 は,こ れまで議論 されて

きた ように,ポ リネ シアとフィ リピンに高い傾 向が見 られ るが,後 者の データが少 な

く,こ こで一般 化することはで きない。比較的,デ ータの十分 な台湾についていえば,

クローやオマハ のよ うな特殊な名称 は別に して,名 称 と親族制度 との相 関性 は,間 接

的か つ稀薄 といえ るであ ろう。

3.姉 妹交換婚 と末子 相続

姉妹交換婚は,19例 の 報告があ り,マ ー ドックが 「ほとん ど絶対的 と言 つて よい ほ

ど,父 処居住制 と結びついて いる」[前 掲書42頁]と 述べてい るごとく,90%以 上 が夫
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方居住 と相関性 をもつている。 その うち,11例 が ニューギニアに見 られることは注 目

すべ きで あろ う。 この ことは,婚 資 との関係 において検討 されるべ きであ る。他方,

マ ー ドックは,レ ヴ ィレー ト婚 は姉妹交換婚 と ともに非常に一一般 的な現象であ るとの

べているが[前 掲書52頁],こ の データで はわず か23 %ぐ らいで,半 数 にはおよば ない。

また,か れは,「 選好的結婚の慣行 は,そ れが,あ る社会の結婚のすべて,ま たはほと

ん どに適 用 される場合には,親 族呼称法に影響を与える」 とい う仮設 も検証す る必要

があ るだろ う。

 最 後に,末 子相続 について。 この データでは,ビ ル マ ・ア ッサム と中国南部 に集 中

し,イ ン ドシナか らス ンダに散在 するが,フ ィ リピン以東には報告 されていない。 こ

れ は,ポ リネ シアか らフィ リピン,ボ ル ネオにかけてみ られ る長子相 続 と比較 すれば,

興 味 ある結果が得 られたか も しれない。 ここでの末子相続 は,ほ ぼ父系出 自と結 びつ

いて いる。

 親 族に関 して は,マ ー ドックの研究 を越え る結果を得 るために は,も う少 し緻 密な

データが必要で あった ように思 う。今後 もデータの蓄積に努力 してゆかねばな らない。
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